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 日目 3 
統計的な推測 
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① 母集団の平均，分散，標準偏差を，それぞれ母平均，母分散，母標準偏差といいます。 

② 標本のデータの個数を標本の大きさといいます。また，標本の平均，分散，標準偏差を，それ

ぞれ標本平均，標本分散，標本標準偏差といいます。 

 

 

 

 

 

１ 標本調査とは？ 

３日目 

1 一部だけ調べろ！！ 標本調査とは？ 

統計的な推測 

ねらい 標本調査とは何か，標本調査の手法について理解しよう。 

これに対して，データのすべてを調べる方

法を全数調査といいます。 

実際に調べるのはここです。 
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これが標本。 

いったん整理しておくと…… 

ここで求めたのは， 

 ・標本平均の平均（期待値） 

 ・標本平均の分散 

だよ。 



 

     35 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 

 3/4 2 1/4 1  

 m ¾2  

 

 

OK  

     mx 3
4

@ 2O 1
4

@ 1x 7
4

 

     ¾2x12 @ 1
4

O22 @ 3
4

P 7
4Ã Ä2

x 3
16

 

 

 

  

    
7
4   

7
4

 

    
3
32   

3
16

 

 

    ( ) ( ) 

    ( ) ( ) ( ) 

 

 

  

 m ¾2 n X1 X2

Xn 1

 

    E(X i)xm  V (X i)x¾2 (ix1, 2, ……, n)  

 

 X  

    E(X)xE
1
n

(X 1OX 2O……OXn)Ã Ä  

x 1
n

fE(X 1)OE(X 2)O……OE(Xn)g  

x 1
n

(mOmO……Om)  

x 1
n

@ nmxm  

 

OK  

 V (X)  

    V (X)xV
1
n

(X1OX 2O……OXn)Ã Ä  

x 1
n2 fV (X 1)OV (X 2)O……OV (Xn)g  

x 1
n2 (¾2O¾2O……O¾2)  

x 1
n2 @ n¾2x

¾2

n
 

  

 

ここで求めたのは， 

 ・母平均 

 ・母分散 
だよ。 

一致！ 

母分散を，標本の大きさで割ったものと一致！ 

時間がなければ読み飛ばして OK！ 

少々わかりにくいのですが… 

例えば，X 1 であれば，次の分布に従います。 

X 1  2 1 計 

P 3
4

 
1
4

 1 

他も同様です。母集団の分布と同じですね。 

要は，1 枚ひいたとしても，（全体はあまりに多い

から）全体の枚数は変わらないと考えてもいいよね

ってことです。 
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① 任意の変量 x について，母集団での母平均を m，標本平均を X とすると，X の平均 E(X )

について 

    E(X )xm  

 が成り立つ。 

② 母集団の母分散を ¾2 ，X の分散を V (X ) とし，標本の大きさ n に対して母集団の大きさが

十分大きい（つまり，標本が互いに独立）とすると 

    V (X )x
¾ 2

n
 

 が成り立つ。 

 

これが「大きさ 1の標本の確率分布」＝「母集団分布」って意味です。 
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母平均 m，母分散 ¾2 の十分大きな母集団から大きさ n の標本を無作為に選び標本平均を X と

し，nは十分に大きいとします。 

このとき，X は平均が m，分散が
¾ 2

n の正規分布 N m,
¾ 2

nÃ Ä に近似的に従う！！ 

 

2 中心極限定理 

前回の話を思い出して！ 標準化ってヤツです。 

またもや正規分布表が活躍するわけですね。 

正規分布表の使い方を思い出して！ 

標準正規分布は y軸について対称です。 
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１ 信頼度とは？ 

３日目 

2 最重要 ！ 母平均・母比率の推定 

統計的な推測 

ねらい 共通テスト（センター試験）で毎年のように問われています。絶対マスターを！！ 

この灰色の部分の面積が 0.95 になれば OK 

ここの値を知りたい！！ 
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2 具体例で理解する母平均の推定 

母標準偏差がわかっていない場合は，標本標準偏差を代わ

りに使うのが一般的です。 
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  標本比率 R は，平均が p，分散が
p(1Pp)

n の正規分布 N p,
p(1Pp)

nÃ Ä に近似的に従い

ます！ 

 

3 母比率の推定 

標本が十分大きく，母集団は標本に対して十分大きいこと

が前提ですが，標本調査の場合それらは満たしています。 

二項分布の平均と分散です。 
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4 やっぱり具体例で理解しようよ！ 
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